
　
泉
州
地
域
は
大
阪
府
南
部
に
位
置
す
る
。
か
つ
て
繊
維
産
業
が
隆
盛
を
極
め
た
同

地
域
だ
が
、
現
在
は
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
っ
て
先
端
企
業
な
ど
の
進
出
も
目
立
ち

始
め
た
。
特
に
大
阪
湾
岸
部
は
多
く
の
工
場
が
軒
を
連
ね
る
な
ど
新
た
な
産
業
地
帯

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
泉
州
地
域
に
拠
点
を
置
く
各

商
工
会
議
所
も
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
な
ど
地
元
経
済
の
振
興
策
に
独
自
色
を
交

え
始
め
た
。
商
工
会
議
所
同
士
に
よ
る
共
同
事
業
の
動
き
も
活
発
化
し
て
お
り
、
泉

州
地
域
は
新
た
な
展
開
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

高石商工会議所では地元企業の技術で
生産した製品を１階に陳列している

関
西
経
済
支
え
る
モ
ノ
づ
く
り
集
団

泉州産業界の新たな挑戦

地域ブランド核に活性化

創
業
支
援
で
振
興
目
指
す

製網関連業を盛り立てる

岸
和
田
商
工
会
議
所

高
石
商
工
会
議
所

貝
塚
商
工
会
議
所

工業製品として初めて「岸
和田ブランド」に認定され
た「ＳＰ―Ｎｅｏ 」

貝塚商工会議所は二色の浜産
業団地に拠点を置き、製造業
との結びつきを強めている
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高
石
商
工
会
議
所

大
阪

府
高
石
市

は
、
創
業
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

い
る
。
高
石
市
内
で
創
業
を

目
指
す
人
材
を
対
象
に
相
談

窓
口
を
開
設
。
税
理
士
や
社

会
保
険
労
務

士
ら
と
の
連

携
や
、
金
融

機
関
の
紹
介
な
ど
を
実
施
。

新
た
な
企
業
を
生
み
出
し
、

同
市
内
の
事
業
所
数
に
つ
い

て
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

の
が
狙
い
だ
。

　

年
度
は
創
業
セ
ミ
ナ
ー

を
泉
大
津
商
工
会
議
所

大

阪
府
泉
大
津
市

や
忠
岡
町

商
工
会

大
阪
府
忠
岡
町

と
合
同
で
開
催
し
て
い
る
。

予
定
し
て
い
る
３
回
の
セ
ミ

ナ
ー
の
う
ち
、
す
で
に
２
回

を
実
施
。
参
加
者
は

代
を

中
心
に
多
く
の
世
代
が
集
ま

り
、
定
員

人
に
対
し
て
ほ

ぼ
満
杯
だ
っ
た
。
３
回
目

も
、
３
団
体
合
同
で
３
月

日
に
高
石
商
工
会
議
所
内
で

の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

　
同
商
工
会
議
所
で
は
、
ほ

か
に
も
地
元
ブ
ラ
ン
ド
「
高

石
の
一
店
逸
品
」
を
立
ち
上

げ
た
。
商
業
活
性
化
策
の
一

つ
と
し
て
４
年
前
に
ス
タ
ー

ト
。
飲
食
・
小
売
店
を
中
心

に
認
定
し
て
い
る
。
現
在
の

認
定
先
は

事
業
所
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
や
、
年

１
回
発
行
の
小
冊
子
な
ど
を

通
じ
て
認
定
事
業
所
の
ア
ピ

ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
認
定
分
野
は
商
業
中

心
だ
が
、
今
後
は
範
囲
拡
大

も
進
め
て
い

く
。

　
岸
和
田
商
工
会
議
所

大

阪
府
岸
和
田
市

は
地
域
振

興
策
と
し
て
「
岸
和
田
ブ
ラ

ン
ド
」
を
創
設
し
て
い
る
。

認
定
条
件
は
岸
和
田
市
内
で

生
産
・
製
造
・
加
工
さ
れ
て

い
る
点
に
加
え
て
、

岸
和

田
ら
し
さ

を
感
じ
さ
せ
る

こ
と
。
２
０
１
０
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
、
現
在
ま
で

企

業
・
団
体
の
商
品
を
認
定
し

た
。
毎
年
９
月
に
行
う
「
岸

和
田
だ
ん
じ
り
祭
」
の
直
前

に
発
表
し
て
い
る
。

　
認
定
は
同
商
工
会
議
所
や

岸
和
田
市
が
参
加
す
る
「
岸

和
田
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員

会
」
が
担
当
。
こ
れ
ま
で
に

和
菓
子
や
地

酒
な
ど
飲
食

品
を
中
心
に

認
定
し
て
い
る
。
認
定
商
品

は
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
使
用
で
き
る
ほ
か
、
岸
和

田
だ
ん
じ
り
祭
の
日
程
に
合

わ
せ
て
特
設
す
る
販
売
コ
ー

ナ
ー
な
ど
に
出
展
で
き
る
と

い
う
。

　
工
業
製
品
に
つ
い
て
は
地

域
性
を
見
い
だ
し
に
く
く
、

認
定
作
業
が
難
し
い
。
し
か

し
認
定
委
員
会
で
は
工
業
分

野
の
活
性
化
も

必
要
と
判
断
。

年
度
は
ニ
ッ

コ
ー
メ
タ
ル

大
阪
府
岸
和

田
市
、
川
端
市

郎
社
長
、
０
７

２
・
４
４
３
・
４
４
０
５

の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
配
管
用

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
管
「
Ｓ
Ｐ
―

Ｎ
ｅ
ｏ

」
を
選
出
し
た
。

配
管
に
簡
単
に
接
続
で
き
る

機
構
に
特
徴
が
あ
り
、
工
業

製
品
で
は
初
め
て
の
同
ブ
ラ

ン
ド
認
定
製
品
と
な
っ
て
い

る
。

　
次
回
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定
募

集
は
、

年
５
月
に
行
う
予

定
。
工
業
製
品
も
特
徴
な
ど

が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
認
定

す
る
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
事
業
の

強
化
育
成
を
進
め
る
。
将
来

は
同
ブ
ラ
ン
ド
を
核
に
地
元

産
品
の
ア
ピ
ー
ル
に
取
り
組

み
、
岸
和
田
市
の
知
名
度
ア

ッ
プ
に
結
び
つ
け
る
考
え
。

　
ブ
ラ
ン
ド
事
業
以
外
で
は

岸
和
田
市
の
良
さ
を
発
信
す

る
た
め
の
組
織
「
ち
き
り

会
」
を

年
８
月
に
発
足
し

た
。
岸
和
田
市
内
に
拠
点
を

持
つ
金
融
機
関
の
支
店
長
ら

の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
異

動
の
多
い
支
店
長
ク
ラ
ス
の

人
材
に
対
し
、
転
勤
先
で
も

継
続
し
て
岸
和
田
市
を
応
援

し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
だ
。

　
活
動
内
容
は
地
元
企
業
の

社
長
に
よ
る
講
演
や
交
流
会

な
ど
。
特
に

月
８
日
の
会

合
で
は
、
岸
和
田
ブ
ラ
ン
ド

事
業
の
概
要
を
説
明
し
た
。

岸
和
田
商
工
会
議
所
で
は
今

後
も
多
く
の
地
域
振
興
策
の

展
開
に
力
を
入
れ
、
岸
和
田

市
が
持
つ
特
徴
の
全
国
発
信

を
目
指
す
。

　
貝
塚
商
工
会
議
所

大
阪

府
貝
塚
市

は

年
に
、
阪

南
港
の
沖
合
に
造
成
し
た

「
二
色
の
浜
産
業
団
地
」
内

に
移
動
し
た
。
会
員
数
は
現

在
約
９
６
０
社
。
半
数
が
製

造
業
者
で
あ
り
、
同
商
工
会

議
所
で
も
団
地
内
に
進
出
し

て
い
る
企
業
と
の
関
係
強
化

な
ど
を
通
じ
て
市
内
の
産
業

振
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
貝
塚
市
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
ク
レ
ー
ン
に
使
う
ワ
イ
ヤ

ロ
ー
プ
の
生
産
地
と
し
て
名

高
い
。
そ
こ
で

貝
塚
商
工
会
議

所
は
「
製
網
活

性
化
研
究
会
」
を
設
立
。
会

議
所
内
に
事
務
局
を
置
き
、

研
究
会
所
属
の
企
業
に
よ
る

定
期
会
合
や
業
界
に
関
連
す

る
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
ほ
か
に
も
ワ
イ
ヤ
ロ

ー
プ
関
連
書
籍
の
販
売
も
同

研
究
会
で
手
が
け
る
な
ど
製

網
関
連
企
業
の
支
援
を
核

に
、
泉
州
地
域
の
活
性
化
を

目
指
す
。


